
｢弁当の日｣にはルールがあります。

｢献立・買出し・調理・弁当箱詰め・片付け

までを子どもだけで行い、親は手伝わな

い｣というものです。

今回の講演では、地元で地場産食材を

栽培される生産者と先祖代々受け継がれ

てきた伝統食（郷土料理）、将来を担う島

の子どもたちの食育について、総合的に

お話ししていただきます。

『弁当の日』提唱者

竹下和男先生
食育講演会

演 題

｢地産地消・伝統食とは何？｣

令和５年１月２５日（水）１８：３０～２０：００

喜界町休養村管理センター

竹下和男プロフィール

1949年 香川県生まれ

香川県内の小学校教諭９年、中学校教諭

10年、教育行政９年を経て

2000年 綾川町立滝宮小学校 校長

2003年 高松市立国分寺中学校 校長

2008年 綾川町立綾上中学校 校長

2010年 オフィス弁当の日設立

フリーで執筆・講演活動を

本格的に開始

竹下和男が語る

｢弁当の日｣とは？

主催 喜界町防災食育センター

著書

『“弁当の日”がやってきた』

『台所に立つ子どもたち』 他多数

TV・新聞出演多数


